
　
大
切
な
写
真
を
エ
コ
な
フ

レ
ー
ム
で
―
。
東
鈴
紙
器
（
中

央
区
小
町
通
）
は
、
段
ボ
ー

ル
の
中
芯
部
分
を
使
用
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
「
ピ
ク
チ

ャ
ー
フ
レ
ー
ム
」
を
発
売
し

た
。

　
１
０
０
％
紙
製
。
パ
ー
ム

油
を
製
造
し
た
後
に
出

る

「
ヤ
シ
カ
サ
」
を
パ
ル
プ
化

し
た
新
し
い
非
木
材
紙
を
原

料
と
し
て
お
り
、
漂
白
や
着

色
は
一
切
使
用
し
て
い
な
い

環
境
配
慮
性
を
実
現
し
た
。

　
軽
い
の
で
落
ち
て
も
安
全

と
し
て
お
り
、
Ｌ
版
・
ハ
ガ

キ
サ
イ
ズ
・
２
Ｌ
版
と
い
っ

た
サ
イ
ズ
の
写
真
が
入
れ
ら

れ
る
。
ま
た
、
好
き
な
色
に

塗
っ
た
り
、
シ
ー
ル
を
貼
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム

で
き
る
。
価
格
は
５
５
０
円

（
税
込
み
）
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
直
販
し
て
い
く
。

　
同
社
は
工
業
製
品
向
け
輸

送
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
製
造
販

売
が
主
力
。
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
市
場

か
ら
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
市
場
に
新
規

参
入
す
る
狙
い
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
製
品
を
続
々
と
開
発
。
現

在
、
主
に
子
ど
も
向
け
の
「
段

ボ
ー
ル
家
具
」
を
展
開
し
て

お
り
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
・
デ

ス
ク
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長

に
合
わ
せ
た
製
品
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
今
後
は
、

今
回
の
ピ
ク
チ
ャ
ー
フ
レ
ー

ム
の
よ
う
な
段
ボ
ー
ル
を
活

用
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
の

開
発
に
も
乗
り
出
す
と
し
て

お
り
、
年
間
５
ア
イ
テ
ム
ほ

ど
の
新
製
品
を
市
場
投
入
し

た
い
と
し
て
い
る
。
　

　
近
未
来
技
術
研
究
会
は
８

月
25
日
、
国
立
天
文
台
・
三

鷹
キ
ャ
ン
パ
ス
で
第
２
回
例

会
を
開
催
し
た
。
こ
の
例
会

は
「
宇
宙
の
研
究
開
発
の
近

未
来
！
　
～
地
球
外
生
命
探

索
の
最
前
線
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
各
国
間
で
宇
宙
開
発
の

動
き
が
加
速
す
る
現
在
、
最

先
端
の
研
究
や
技
術
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
企
画

さ
れ
た
。

　
国
立
天
文
台
の
Ｔ
Ｍ
Ｔ
推

進
室
・
特
任
研
究
員
の
原
川

紘
季
氏
が
講
演
。
原
川
氏
は

地
球
外
生
命
探
索
に
お
け
る

研
究
の
最
新
情
報
や
、
そ
れ

に
貢
献
す
る
日
本
の
最
先
端

技
術
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

そ
の
後
、
国
立
天
文
台
が
誇

る
最
先
端
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
４
Ｄ
２
Ｕ
シ
ア
タ
ー
」
を

見
学
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
宇
宙
開

発
と
聞
い
て
も
イ
メ
ー
ジ
が

わ
か
な
か
っ
た
が
、
日
本
の

技
術
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
分
か
り
勉
強
に
な
っ

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
９
月
６
日
か
ら
11
月
15
日

ま
で
の
全
６
回
。
毎
月
第
一
、

第
三
水
曜
日
。
会
場
は
い
ず

れ
も
Ｂ
ｕ
ｚ
ｚ
（
中
央
区
相

模
原
４
の
３
の
20
）
で
開
催

す
る
。
交
流
会
は
、
テ
ー
マ

①
（
午
後
６
時
半
～
）
と
テ

ー
マ
②
（
同
６
時
45
分
～
）

の
２
部
構
成
と
な
っ
て

い

る
。
テ
ー
マ
は
「
２
、
３
代

目
後
継
者
」
「
生
ま
れ
も
育

ち
も
相
模
原
」
な
ど
、
趣
味

や
年
代
に
応
じ
て
設
定
。
初

対
面
で
も
共
通
の
話
題
が
あ

る
こ
と
で
フ
ラ
ン
ク
な
会
話

が
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し

た
。
開
催
日
と
テ
ー
マ
は
以

下
の
通
り
。

　
【
９
月
６
日
】
①
２
、
３

代
目
経
営
者
も
し
く
は
後
継

者
の
方
②
阪
神
フ
ァ
ン
の
方

　
【
９
月
20
日
】
①
生
ま
れ

も
育
ち
も
相
模
原
の
方
②
キ

ャ
ン
プ
・
バ
ー
バ
キ
ュ
ー
が

好
き
な
方

　
【
10
月
４
日
】
①
ゴ
ル
フ

好
き
な
方
②
営
業
マ
ン

　
【
10
月
18
日
】
①
も
の
づ

く
り
に
携
わ
る
方
、
興
味
が

あ
る
方
②
女
性
経
営
者
の
方

　
【
11
月
１
日
】
①
50
代
経

営
者
の
方
②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
経
験
者
の
方

　
【
11
月
15
日
】
①
ラ
ー
メ

ン
好
き
の
方
②
大
阪
に
拠
点

が
あ
る
経
営
者
の
方

　
【
か
な
が
わ
経
済
新
聞
８

月
号
紙
面
か
ら
】

　
中
小
企
業
の
製
造
現
場
で

深
刻
化
す
る
人
手
不
足
を
解

消
し
よ
う
と
、
相
模
原
市
内

の
企
業
が
手
を
組
み
、
職
人

の
代
わ
り
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
工

作
機
械
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
実
証
実
験
が
ユ
タ
カ
精

工
（
同
市
中
央
区
）
で
始
ま

っ
た
。
相
模
原
市
が
支
援
し

た
。
人
間
の
動
作
を
覚
え
込

ま
せ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
自
ら

工
作
機
械
の
扉
を
開
け
て
材

料
を
投
入
。
加
工
機
械
の
ボ

タ
ン
を
押
し
、
加
工
後
は
引

き
上
げ
て
搬
送
す
る
。

　
こ
う
し
た
試
み
は
県
内
で

も
初
と
い
う
。
工
作
機
械
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト

は
、
卓
上
型
の
多
関
節
ロ
ボ

ッ
ト
「
Ｕ
Ｒ
３
」
を
ベ
ー
ス

に
、
市
内
企
業
が
５
社
で
共

同
開
発
し
た
。
カ
メ
ラ
や
ト

ル
ク
セ
ン
サ
ー
も
付
け
ら
れ

た
。
本
体
の
荷
台
部
分
は
機

械
加
工
の
ユ
タ
カ
精
工
、
設

計
は
Ｆ
―
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
、

ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
の
に
必

要
な
ソ
フ
ト
部
分
は
キ
ャ
ロ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
、
ク
フ
ウ

シ
ヤ
が
担
当
し
た
。

　
導
入
し
た
ユ
タ
カ
精
工
は

少
量
多
品
種
の
品
物
を
加
工

す
る
町
工
場
。
た
だ
、
人
手

不
足
に
直
面
し
て
お
り
、
熟

練
工
が
同
時
並
行
で
複
数
台

の
工
作
機
械
の
操
作
を
受
け

持
っ
て
い
る
の
が
実
情
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
生
産
量
の

拡
大
に
も
限
界
が
あ
り
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
実
証
実
験
に
踏
み

切
っ
た
。

相模原商工会議所工業部会通信 2017年８月号

100％紙素材のエコ製品

ピ
ク
チ
ャ
ー
フ
レ
ー
ム
発
売

紙
素
材
の
エ
コ
製
品

東
鈴
紙
器

国
立
天
文
台
を
視
察

宇
宙
の
研
究
、
最
前
線
知
る

近未来

参加した近未来のメンバー

テ
ー
マ
別
で
小
規
模
交
流
会
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ユタカ精工など
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工
業
部
会
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
初
の

試
み
と
し
て
、
細
か
く
テ
ー
マ
別
に
設
定
し
た
会
員
交

流
会
を
９
月
か
ら
順
次
開
催
す
る
。
全
12
テ
ー
マ
で
６

回
に
分
け
て
い
く
。
テ
ー
マ
を
限
定
す
る
こ
と
で
、
会

員
間
の
交
流
促
進
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。


